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ポイ捨てのない、き れいなまちを
育てよう、美しいまちと捨てない心

美 化 推 進 月 間　11 月1 日 ～30 日

昨年4 月1 日からきれいなまちをめざして、「足 立
区まちをきれいに する条例」が施行されました。 し
かし、残念ながら、駅周辺などまちにはまだタバコ
の吸い殼、空き 缶などが目立ちます。条例では毎年11
月を 「美化推進月間」として定めています。こ の

推進月間中、区では地域の方々のご協力をいただき、
区内主要駅頭でポイ捨て禁止を呼びかけるキ ャンペ
ーンを実施します。マナーを守 り、ゴミの投げ 捨て
のない清潔なまち実現のため、皆さんのより一層の
ご 協力をお願いします。

ポ
イ
捨
て
は
や
め
手
!
!

投
げ
捨
て
を
禁
止
す
る
も
の

▽
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
た
ば
こ
の
吸

い
殼
、紙
く
ず
、チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
な
ど

は
、
定
め
ら
れ
た
収
納
容
器
に
入
れ
る

か
、家
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
き
タ
バ
コ
に
つ
い
て
は
、
吸
い
殼
の

ポ
イ
捨
て
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

混
雑
し
た
所
で
は
周
囲
の
人
に
危
害
を

お
よ
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
喫
煙
者

の
方
は
自
粛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
犬
の
ふ
ん
の
放
置
も
禁
止
で
す
。
散

歩
時
な
ど
に
生
じ
た
飼
い
犬
の
ふ
ん
は

放
置
せ
ず
、
処
理
用
具
を
携
帯
し
、
持

ち
帰
る
な
ど
き
ち
ん
と
始
末
を
し
ま
し

ょ
う
。

禁
止
地
域

区
内
全
域
で
禁
止
で
す
。

罰
則

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放

置
行
為
が
目
に
あ
ま
る
場
合
、2
万
円

以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

地
域
美
化
に
向
け
た
取
り
組
み

美
化
推
進
地
域
(
モ
デ
ル
地
域
)
の

指
定「

き
れ
い
な
ま
ち
、
足
立
」
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
区
と
区
民
・
事
業
者
な

ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
が
一
体
と
な
っ
て

力
を
合
わ
せ
、
粘
り
強
く
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
条
例
で
は
美
化
推
進
地
域
(
モ

デ
ル
地
域
)
を
指
定
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
汚
れ
や
す
い
駅
前
な
ど

の
地
域
を
対
象
に
、
清
掃
や
啓
発
活
動

を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
地
域
美
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
年
度
は
都
内
で
も
有
数
の
夕
I

ミ
ナ
ル
、
北
千
住
駅
周
辺
を
美
化
推

進
地
域
に
と
地
元
の
方
々
と
協
議
し
て

い
ま
す
。地
域
の
方
々
を
主
体
と
し
、区

や
事
業
者
、
関
係
団
体
な
ど
も
メ
ン
バ

ー
と
し
た
組
織
を
地
元
に
作
り
、
こ
の

組
織
を
中
心
と
し
て
地
域
の
美
化
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、

区
で
は
地
域
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
う
し
た
美
化
推
進
地
域
を
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

職
員
も
始
め
て
い
ま
す

ま
ち
が
美
し
く
な
る
た
め
に
は
、
少

し
で
も
多
く
の
区
民
の
方
が
美
化
活
動

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

区
職
員
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
1
0月

か
ら
毎
月
―
回
、
昼
休
み
時
間
を
利
用

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
庁
舎

周
辺
の
道
路
な
ど
の
清
掃
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、こ
れ
に
先
立
ち
、
9

月
2
0日
に
は
梅
島
駅
頭
で
鈴
木
恤
年
区

長
ら
が
ミ
ニ

ーキ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う

と
と
も
に
、
通
勤
途
上
で
の
ゴ
ミ
収
集

を
職
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
」

の
積
み
重
ね
が
、
ま
ち
の
美
化
の
第
一

歩
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

黔
9
月
2
0日
、
職
員
に
よ
る
通
勤
途
上

で
の
美
化
活
動

入
選
者
決
定

第
2
回
　
美
化
推
進
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち
に

も
ま
ち
の
美
化
に
つ
い
て
考
え
、
広
く

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
啓
発
活
動
の

一
つ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
区
内
の
小

・
中
学
校
か
ら
Ⅲ
点
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々

の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

最
優
秀
賞
の
作
品
を
も
と
に
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
駅
や
区
施
設
な
ど

に
掲
示
し
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

【
入
選
者
・
小
学
校
】

☆
最
優
秀
賞

神
崎
結
(
西
新
井
第
一
)

☆
金
賞

武
田
俊
太
郎
(

千
寿
第

三

、
市
川

真
吾
(
西
新
井
第
一
)

☆
銀
貨

山
田
茜
(

千
寿
第
三
)
、

森
田
直
樹
(
桜
花
)
、伊
藤
靖
浩
(
伊

興
)

☆
銅
賞

高
橋
舂
菜
(
島
根
)
、
増

田
深
雪
(
五
反
野
)
、
最
上
茉
由
子

(
綾
瀬
)
、
中
井
寛
記
(
皿
沼
)

☆
特
別
賞
〔
あ
し
た
の
足
立
を
つ

く
る
区
民
協
議
会
会
長

賞
〕

花

岡
大
地
(
千
寿
桜
)
・
〔
同
区
民
協

議
会
自
立
環
境
部
会
長
賞

〕

小

原
望
由
紀
(

綾
瀬
)

【
入
選
者
・
中
学
校
】

☆
最
優
秀
賞

福
島
章
子
(

第
十

四
)

☆
金
賞

千
明
由
米
子
(

第
七
)
、

境
彩
華
(

第
十
)

☆
銀
寰

吉
井
の
り
子
・
新
井
好
枝

(第
四
)
、
大
坪
ひ
か
る
(
第
七
)

☆
銅
賞

石
川
由
香
里
(
第
四
)
、似
島

あ
か
ね
・
下
東
誠
道
・
落
合
智
美
(
第

十
四
)

☆
特
別
賞
〔
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る

区
民
協
議
会
会
長
賞
〕
長
岡
律
子
(
第

七
)
・
〔
同
区
民
協
議
会
自
立
環
境
部
会

長
賞
〕
池
田
麻
佑
美
(
蒲
原
)

こ
の
ほ
か
、
佳
作
も
多
数
選
ば
れ
ま

し
た
。
入
選
し
た
全
作
品
は
1
1月
2
2日

～
3
0日
の
間
、
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で

展
示
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
　
福
島

章
子
さ
ん
(
第

十
四
中
)

最
優
秀
賞
　
神
崎

結
さ
ん
(
西
新

井
第
一
小
)

自分のまちは
自分たちで美しく

ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
に
は
、
地
域
の
人
々

の
地
道
な
活
動
が
必
要

で
す

。「
あ
し
た
の
足
立

を
つ
く
る
区
民

協
議

会
」
で
は
、「
地
域
か
ら

は
じ
め
よ
う
!

ま
ち
の

環
境
美
化
」
を
テ
ー
マ

に
実
践
地
区
を

指
定

し
、
ま
ち
の
美
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

「
神
明
美
化
グ
ル
ー
プ
」
は
指
定

さ
れ
た
1
2団
体
の
一
つ
で
、
ゴ
ミ
抬

い
や
バ
ス
停
の
清
掃
、
美
化
呼
ぴ
か

け
の
看
板
作
成
な
ど
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
代
表
の
遠
田
明
子

さ
ん
は
、
指
定
団
体
と
な
る
2
年
ほ

ど
前
か
ら
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
3
0人
を
越
す
仲
間
と

と
も
に
、地
区
全
域
を
き
れ
い
に
し
、

後
世
に
美
し
い
ま
ち
を
残
そ
う
と
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。A

育
成
係
V

美
化
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

美
化
推
進

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
へ

11 月 12・ 13日

' 99消費者展
未来にむけて
守ろう

くらしと環境

た
め
に
な
る
展
示
や
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
I
H
月
1
2日
啝

午
前
1
0時
～
午

後
4
時
/
1
3日
出
、
午
前
1
0時
I
午
後
2

時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

愛
犬
を
わ
が
ま
ま
に
し
な
い
た
め
の

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
'
9
9
」

日
時
=
H
月
7
日
即
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
―
竹
の
塚
小
学
校
体
育
館

内
容
=
訓
練
犬
を
使
っ
た
実
地
指
導
・

講
演
/
足
立
区
獣
医
師
会
に
よ
る
犬
の

健
康
相
談

講
師
―
藤
井
聡
氏
(
総
理

府
・
動
物
適
性
飼
養
講
習
会
講
師
)

定
員
=
1
5
0人(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
1
0月
2
5日
よ
り
電
話

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。当
日
は
、

訓
練
犬
を
使
い
ま
す
の
で
、
飼
い
犬
は

連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い

問
先
=

千
住
保
健
所
衛
生
指
導
課
普
及
係

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

知
っ
て
お
き
た
い

「
犬
」の
き
ま
り
・
「
猫
」の
事
情

狂
犬
病
予
防
法

犬
を
飼
っ
た
と
き
は
、
生
涯
に
1
度

の
登
録
が
必
要
で
す
。

狂
犬
訶
予
防
注
射
は
、
年
1
回
必
ず

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

東
京
都
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

犬
は
、
鎖
に
つ
な
い
で
飼
育
し
ま
し

ょ
う
。犬
小
屋
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

異
常
な
鳴
き
声
、
ム
ダ
吠
え
、
体
臭
、

毛
な
ど
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

犬
の
フ
ン
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
た
毛

は
放
置
し
な
い
で
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
育
は
屋
内
で
!
!

現
在
の
交
通
事
情
や
住
宅
事
情
を
考

え
る
と
、区
内
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
、

屋
内
で
飼
育
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
え
ま
す
。
小
猫
の
う
ち
か
ら
冢
の
中

で
飼
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
こ
と

な
く
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
猫
に
無
責
任
に
え
さ
を

与
え
て
い
ま
せ
ん
か

え
さ
の
食
べ
残
し
や
フ
ン
問
題
で
多

く
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
不
幸
な
猫
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

1

い
ず
れ
も
I

問
先
=
千
住
保
健
所
衛
生
指
導
課
普
及

係

萱
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

今号の 主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
/
消
化
器
が
ん
検
診

4
・
5
面
▽
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
間
報
告

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
内
施
設
め
ぐ
り
/
く
ら
し
の
情
報
/
掲

示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

世帯と人口 ( 11年10月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 274, 508 人口: 636, 378人( 男: 322, 069人、女: 314, 309人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・・・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
乖

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
1缶
8

月
分
よ
…一
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
か

預
金
口
座
に
H
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み

ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
障
害
給
付
係

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
手
当
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

対
象
=
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所
に
入

院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
法

律
で
定
め
る
程
度
の
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

手
当
額
1
月
額
2
万
6
千
8
6
0円

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
よ
1一歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

な
い
方
/
法
律
で
定
め
る
程
度
の
重
度

の
障
客
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方

手
当
額
1
月
額
1
万
4
千
Ⅲ
円

-

い
ず
れ
も
|

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所

(表
1
)

高
齢
者
入
浴
券
(
1
0枚
つ

づ
り
チ
ケ
ッ
ト
)
の
申
請

締
め
切
り
が
き
ま
す

無
料
入
浴
券
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
在
宅

福
祉
課
ま
た
は
福
祉
事
務
所
で
至
急
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
締
切
日

を
過
ぎ
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん

締
切

日
=
1
1月
3
0日

対
象
=
区
内
在
住
で
4

月
1
日
現
在
7
0歳
以
上
(
昭
和
4
年
4

月
2
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
(
た
だ

し
次
の
方
は
除
く
…
高
齢
者
福
祉
手
当

受
給
者
/
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

者
/
巡
回
入
浴
、
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
受
給
者
/
既
に
1
1年
度
交
付
済

み
の
方
)

問
先
=
高
齢
給
付
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

1
0月
末
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お
知

ら
せ
)

を
郵
送
し
ま
す

。
こ
の
通
知
書

は

、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担
の

内
容
に
つ
い
て

、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
、4

月
に
診
療
を
受
け
た
方
ま
た
は
6

月
に

柔
道
整
厦
師
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
方

に

、
そ
の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0
割

分
)

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
(

総
医
療
費

が
1

万
円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
は
、
お
送
り

し
て
い
ま
せ
ん
)
。な
お

、こ
の
通
知
は

、

お
知
ら
せ
で
す
の
で

、
特
に
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

問
先
―

医
療
助
成
係

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
所
者
募
集

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
は
、
体
が
や
や
弱

っ
た
こ
と
に
よ
り
不
安
を
持
っ
て
い
る

高
齢
者
の
方
に
、
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

対
象
=
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
…
区
内
在
住
で
満
6
0

歳
以
上
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の

身
体
機
能
の
ほ
下
が
認
め
ら
れ
る
ま
た

は
、
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活

す
る
に
は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
/
歩

行
、
着
替
え
、
入
浴
、
ト
イ
レ
、
自
室

の
掃
除
な
ど
が
自
分
で
で
き
る
/
使
用

料
の
負
担
能
力
が
あ
る
/
保
証
人
を
立

て
ら
れ
る
募
集
室
数
=
現
在
満
室
の

た
め
、
入
所
待
機
者
の
抽
選
使
用
料

1
年
収
に
応
じ
て
月
額
約
3
万
円
～
卜
一

万
円
申
込
=
本
人
と
保
証
人
が
直
接

施
設
に
申
し
込
み
用
紙
を
持
参
申
込

期
間
=
1
0
月
2
6
日
～
1
1
月
1
2
日
※
申

込
用
紙
は
各
福
祉
事
務
所
、
各
区
民
事

務
所
、
東
・
西
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
、高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
六
月
、
在
宅
福
祉
課
施
設
運
営
係
で

期
間
中
に
配
布

問
先
彑
肥
設
運
営
係

保
育
園
児
募
集

1
2年
4
月
の
入
園
・
転
園

新
規
入
園
希
望
者
、転
居
な
ど
に
よ

る
転
園
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。受
付
期
間
瓦
に
一
月
1
日
～

1
5日

※
申
込
書
は
1
1月
2
5日
か
ら
配

布
予
定

必
要
書
類
a
1
0年
分
所
得
税

額
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
控
え
。1
1年
分
所
得

税
が
確
定
次
第
、H
年
分
を
提
出
)
/
1
1

年
度
固
定
資
産
税
の
証
明
書
類
(
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
印
鑑

※

一
部
指
定
園
で
は
産
休
明
け
か
ら
の
0

歳
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園

の
一
覧
な
ど
く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広

報
1
1月
2
5日
号
」
に
掲
載
予
定

申
・

問
先
―
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1　 福祉事務所一覧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
第
5
回
)

1
3
0
時
間
コ
ー
ス

日
程
戈
‥
(月
3
0日
～
2
月
1
日
(
約
2
0

日
間
)

対
象
I
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
、
ま
た

は
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講
習
期
間

中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る
区
民

定
員
=
6
0人

※
公
開
抽
選
膏
1
1
(月9

日
出
、
午
後
2
時
か
ら
区
役
所
中
央

館
3
0
1会議
室
で
開
催
(
出
席
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
)
。結
果
は
全
員
に
通
知

費
用
=
1
万
6
千
5
0
0円(
テ
キ
ス
ト
代
1

万
5
0
0円
、
実
習
費
6
千
円
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、職
業
、
電
話
番
号
、生
年
月
日
、

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希

望
」
と
明
記

期
限
1
1
1
月
2
日
必

着

※
複
数
応
募
は
無
効

申
先
=
高

齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
-
1

場
・
問
先
=
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

障
害
別
福
祉
相
談

陣
害
に
関
わ
る
生
活
経
験
を
持
ち
、

都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
、障

害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
等
―
▽
肢
体
不
自
由
者
関
係
:
1
1

月
1
1
日
㈲
・
1
7
日
廁
、午
後
1
時
～
3

時
▽
視
覚
障
害
者
関
係
・
・
・
1
1
月
1
7
日

Ⅲ
、午
前
1
0
時
～
正
午
▽
聴
覚
障
害

者
関
係
…
毎
週
水
曜
日
(
祝
日
は
除

く
)
、午
後
1
時
～
4
時
▽
知
的
障
害

者
関
係
・・・
H
月
1
6日
内

午
前
1
0時
～

正
午

場
所
―
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

高齢者在宅サ ービスセ ンター・在宅 介護支援セン ター

11月の家族介護者教室のご案内

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー ショ ン

1
・
2
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ

(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
T

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
1
1
1

月
1
日
1
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果

を
1
1
(月下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付
=

当
選
者
は
、1
2月
9
日
ま
で
に
各
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

1
・
2
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
1
2月
1
0

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

1
0・
1
1・
1
2月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
)

各施設利 用案内　1 ・2 月利用分

※ 公社施設ですでに購入 済みの宿 泊施設抽選申し込みカード( 専 用ハガキ) には「鋸南自 然の家 」の表示 のないも のがありますが、使用できま す。
施設名欄に「鋸南自然の 家」と 記入し 、申し込んでく ださい

※ 利用申 し込みは2 人以上。1 グ ループ 、ハガキ1 通でお 願いし ます
豪「那須・森の家」へは直 通バ スも 運行しています。公社窓口 へお周い合わせく ださい
※ 「湯河原あだち荘」と 「那 須・森の家J の12月31日の宿泊申し 込みは今回1 月分の利用申し 込みになります※ 12月31日～1月4日の闇の「濡河原あだち并丿瀏よぴ「瑶湎・杳の寉、の吊釟1は、1ワループ1郎屋までとなり筬首

コミュニ ティ 文化・スポ ーツ 公社 各施設一覧

受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、○ は午前10時～午後6時( 毎週月曜日、休館) 0は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)

● ホームヘルパー養成講習( 2級課程・夜間コース) 受講生募集日程一司1月8日～12月28日申・問先=こ医療法人社団福寿会S5681―5007
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健康カレンダー
　
1
1
月の
予定

地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

「
身
近
で
で
き
る

簡
単
リ
ハ
ビ
リ
」

日
時
I
H
月
1
5日
卯
・
3
0日
㈹
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
主
に

中
央
本
町
保
健
相
談
所
管
内
の
方

内

容
=
講
義
/
実
技

講
師
=
井
上
薫

氏
、
池
田
誠
氏
(
都
立
保
健
科
学
大
学
)

定
員
-
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
n
l無

料

申
込
=
1
0月
2
7日
か
ら
電
話

場

・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

公
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
に
従
来
か
ら
の
x

線
撮

影
に
加
え

、
血
液
(

血
清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
)
に
よ
る
検
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
採
血
量
が
少
量
で
す
み
、

妊
娠
中
も
し
く
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
方

、
バ
リ
ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
=

表
3

対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
ほ
し
た
方

、
胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
は
除
く

内
容
―
①
x

線
撮

影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診

②
血
液
検
査
(
血
清

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
(

い

ず
れ
か
一
方
の
申
し
込
み

、
妊
娠
中
の

方
は
②
の
み
可
)

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所

、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
。

生
年
月
日
、
年
齢

、
性
別

、
電
話
番
号

、

検
診
日

、
受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で

明
記

。
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

し
ま
す

期
限
9

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5

日
消
印
有
効

。
受
診
票
の
送
付
は
前

月
末
日
(
1
2
狎
を
希
望
す
る
場
合
、1
1

月
1
5日
消
印
有
効
、
受
診
票
の
送
付
は
1
1

月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
受
診
日
が
遅
く
な
っ
た
り
、
受

診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
所
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

②
血
液
検
査
は
中
央
本

町
保
健
相
談
所
が
。
比
較
的
早
く
受
診

で
き
ま
す

申
・
問
先
1

足
立
保
健
所

診
療
放
射
線

〒
1
2
1・
0
8
2
2

西
竹

の
塚
2
1
1
2
1
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

日
程
等
H
表
2

内
容
=
パ
ネ
ル
展
示
/

計
測
/
健
康
相
談
/
血
液
・
尿
検
査

ほ
か

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

表2　 住区 健康フェ スティバル11月 の日 程
歯
と
健
康

口
の
中
の
ぱ
い
菌
を
顕
微
鏡
で
見
た

り
、
歯
み
が
き
の
大
切
さ
を
知
ろ
う
。

日
時
=
1
0月
3
0日
出
、
午
後
2
時

対

象
―
幼
児
と
保
護
者
、
小
学
生

講

師
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
委

員

定
員
=
5
0人

申
込
り
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
千
住

児
童
館

昔
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

中
央
本
町
健
康
大
学

健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
け
つ

「
ひ
ざ
か
ら
は
じ
め
る

健
康
法
」

日
時
等
=
表
4

対
象
―
区
民

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
1
0月
2
7日
か
ら
電
話

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

登
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表4　 健康大学日程表

※ いずれも眄問は午後1時30分～4時

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
―
▽
検
査
・
:
H
月
1
5
日
丱
、午
前

9
時
3
0
分
1
1
0
時
▽
結
果
・
:
1
2
月
7

日
内
午
前
9
時
4
5
分
～
1
0
時
対
象

=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性
内
容
=

骨
測
定
/
体
脂
肪
/
血
圧
測
定
/
尿
・

血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性

脂
肪
・
貧
血
な
ど
)

定
員
=
3
0人
(
抽

選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年

齢
、電
話
番
号
、「
女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
」
と
明
記

期
限
I
H
月
4
日

必
着

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

〒
1
2
0

・
0
0
3
6
千
住
仲
町
2
4
1
2

雲
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
品
衛
生
講
習
会
を

〝出
前
〟
し
ま
す

O
一
匹一
な
ど
の
食
中
毒
、食
品
添
加
物

、D
N
A

組
み
換
え
食
品
な
ど
、食
品
の
安

全
性
や
衛
生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ

に
食
品
衛
生
監
視
員
が
講
習
に
行
き
ま

す

。
ま
た

、
食
品
衛
生
に
関
し
た
ビ
デ

オ
も
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

。

対
象
1
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

費
用
=

無
料

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
食

品
衛
生
係

昔
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所登

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

歯
周
病
健
診

2
0歳
～
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
程
等
=
表
5

内
容
a
歯
周
訶
な
ど

の
歯
科
健
診
/
健
康
教
室
/
相
談

定

員
=
各
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
希

望
日
を
選
び
電
話
ま
た
は
窓
口
へ

4
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
区
民

場
所
=
区
内
実
施
歯
科
医
院

期
間
=
1
2

年
3
月
3
1日
ま
で

内
容
=
歯
周
訶

な
ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所

、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別

、
電
話
番
号
、「
歯
周
舸
健

診
希
望

」
と
明
記

※
後
日

、
受
付
票

と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=

保
健
予

防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

-

い
ず
れ
も
i

費
用
=

無
料

※
節
目
健
診
に
お
け
る

歯
周
訶
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
方

お
よ
び
現
在
歯
茎
が
は
れ
て
い
る
な
ど

の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除
く

表5　20歳～39歳の歯周病健診

※ いずれも受付時間は

午後1時15分～2時30分

女
性
が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査

(
無

料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
0年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
過
去
1
年
以
内
に
、

区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

女
性
が
ん
検
診

対
象
=
3
0歳
以
上
の
女
性
区
民

内
容
=

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0歳
以
上
6
4歳
以
下
(
H
年
4

月
1
日
～
1
2年
3
月
3
1日
ま
で
に
6
5歳

と
な
る
方
を
含
む
)
の
区
民

内
容
―

血
液
、
尿

、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の

検
査
等
で

、
心
臓
、
肝
臓

、
じ
ん
臓
の

病
気
や
糖
尿
病

、
高
血
圧
二

咼
脂
血
痙

な
ど
を
調
べ
ま
す

I

い
ず
れ
も
卜

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号

、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、年
齢
、

性
別

、
電
話
番
号
、
希
望
検
診
名
を
明

記
。
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
先

―
保
健
予
防
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
X
I

表3　 消化器がん検 診日 程

11月の献血

※ 10月31日に予定されていた保木間小学校で
の献血は中止になりました

国
際
高
齢
者
年

足
立
区
福
祉
機
器
展
・

講
演
会

日
時
I
H
月
1
0
日
～
1
2
日
、午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー
、
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
a
▽
展
示

等
…
福
祉
用
具
・
福
祉
車
両
展
示
/
福

祉
機
器
相
談
/
高
齢
者
擬
似
体
験
/
ビ

デ
オ
上
映

▽
講
演
会
・
:
1
0日
伽

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
福
祉
用
具
/
1
1

一日
市

福
祉
機
器
の
基
礎
的
な
知

識

費
用
=
無
料

問
先
=
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

音
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

第
1
0
回
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〝楽
し
さ
1
0年
テ
ン
コ
盛
り〟

設
立
1
0
年
を
迎
え
、
隣
接
す
る
神
明

住
区
セ
ン
タ
ー
の
1
0
周
年
記
念
住
区
ま

つ
り
と
同
時
開
催
。
日
時
=
H
月
1
4

日
剛
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
内
容

=
模
擬
店
/
バ
ザ
ー
/
大
道
芸
/
展
示
/

音
楽
演
奏
ほ
か

※
当
日
は
移
動
困

難
な
方
の
た
め
に
、
区
内
主
要
駅
よ
り

リ
フ
ト
付
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
(
時

刻
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

歯
周
病
予
防
教
室

(
3
日
制
)

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
口
臭

日
程
等
=
表
6

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
1
0月
2
5日
よ
り
電
話

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
1
千
住

保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表6　 歯周病予防教 室

※ いずれも時間は午格1時陋分～4騰

● せいぶむらまつりあそびで挑戦! 三世代日時- 11月7日( 日) 、正午～午後3時30分内容一模擬店/昔のあそびコーナー/大縄跳び大会ほか
費用= 無料 場・問先= 西部児童館・老人館 　3897- 5016
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老人保健福祉計画・介護保険事業計画の
中間のまとめを紹介します

平成12 年4 月の介謄保険制度スタート に向けて、全高齢者を瞽S

にr 老人保健番筐斷皿 』の見直しと新たに「介康保険事業計讎」の

作成を進めています。

老人保健柵祉黔面は、区内のすぺての高・ 者が、住み價 れた地嫉

で健康で安心して暮らせることを目的に策足します。

「介康保険事業黔 ● 」は、介康が劭旻な方が適切な介膳サービス
を受け、地域で ● らし続けるため、サービ スの霊的な目標とその達

成 ・員の曜保の方策を定めるものです。

老

人
保

健
福
祉

計
画

計
画
策
定
の

趣

旨

▽
健
康
ヴ
く
簒

猾

進
し
事
T

▽
老
人
保
健
福
祉
亊
載
万

介
護
保
険
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
を

】体
的
に
提
供
し

、

高
齢
者
福
祉
を
死
実
さ
せ
ネ
T

▽
多
様
化
I

妻

望
に
応
え
る
た
め

、

保
健
福
祉
奮

兄
直
し
啄
T

▽
増
大

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対

す

る
供
給
体
制
の
し
く
み

を
つ
く
n
ま

す

計
画
の
性
格
お
よ
び

位

置
づ
け

高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
指
針
と
な
る

も
の
で
、
介
霞
保
険
事
業
計
図
を
包
括

し
ま
す
。

・
基
本
理
念

▽
介
護

予
防
型
麭
域
杜
会
づ
く

り
・・
。

「
健
康
寿
命
」
を
征
ぽ

し
。
長
く
雎
や

か
に
薯
ら
せ
る

ぶ
つ
に
介
護
予
防
を
推

進
し
ま
す
。

▽
個
人
の
選
択
の
尊
重
・・・
個
人
の
遇
択

や
生
活
観
を
尊
皿
す
る
社
会
の
央
現
の

た
め
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
の
一

の
確
保
と

質
の
向
上

・
・・
多
様
化
す
る
要
望
に
応
え

る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
一

と
種
類
夸
礎
保
し

、
賢

と
効
率
性
の
向
上
す
る
～

み

を
つ
く

り
ま
す

。

▽
地
域
に
お
け
る
相
互
支
援
・
・・
さ
ま
ざ

な
人
か
よ
り
良
い
環
境
で
共

存
共
栄
で

き
る
社
会
を
め
ざ
し

、
と
も
に
支
え
あ

う
地
域
に
根
ざ
し
た
互
助
体
制
を
つ

く

り
ま
す

。

▽
新
た
な
福
祉
の
し
く
み
づ
く
り
・・・
福

祉
が
す
ぺ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
も
の

へ
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
で

、
新
た
な
福

祉
の
し
く
み
を
つ

く
り
ま
す

。

・

重
点
課
題

。

▽
健
康
づ
く
り
の
推
進
・・・「
健
康
爵
き

を
延
ば
す
た
め

、
健
康
維
持
-

増
進
の

た
め
の

支
援
策
や
ね
た
き
り
予
防
の

た

め
の
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

▽
元
気

高
齢
者
の
活

躍
支
援
・・・
元
気
高

齡
者
の
社
会
参
加
、
地
域
貢
献
お
よ

び

就
労
な
ど
を
促
進
す
る
し
く
み
を
つ
く

り
、
そ
の
活
一

を
支
授
し
ま
す
。

▽
足
立
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・・・
地

槭
の
高
齢
者
相
談
窓
口
で
あ
る
在
宅
介

霞
支
援
セ
ン
タ
ー
を
区
内
に
跖
カ
所
配

置

。
そ
こ
を
中
心
に

地
域
で

安
心
し
て

事
ら
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
ま

す
(
図
1
)

。

▽
高
齢
者
の
多
様
な
住
ま
い

方
の
支
援

・・・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
住
宅
内
事
故
予

防
の

支
援
や
仲
間
と
の

共
同
生
活
な

ど
、
新
硯

池
ま

い
方
へ
支
援
を
し
ま

す
。

▽
介
霞
保
険
制
度
定
着
へ
の
条
件
整
備

…
介
霞
保
険
制
度
が
定
S

す
る
た
め

に

、
屁
棄
の
制
度
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
を
図
り
ま
す
。
自
立
と
み
な
さ
れ

た
虚
弱
者
や
介
護
保
険
制
度
導
入
に
よ

り
サ
ー

ビ
ス
給
付
の
内
容
が
変
更
に
な

る
方
へ
の
支
援
を
一
般
施
策
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

▽
施
政
な
ど
の
退
所
者
に
対
す
る
支
援

-
・
-
要
介
護
認
定
で
自
立
ま
た
は
要
支
援

と
判
定
さ
れ
た
施
設
入
所
者
、
あ
る
い

は
健
康
状
態
が
改
魯
し
て
自
宅
で
一
ら
t

』
と
が
可

喞
尽
施
段
入
所
者
に
。
在

宅
牛
居

ヘ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

る
よ

う
に
支
援
し

嫐
T

。
ま
た
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
待
権
者
の

中
で
希
望
す
る

方
に
は

、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
か
受
け
う
れ

る
施
設
の

黶
儔
も
韋
め
求
す
。

▽
在
宅
介
護
の
重
視
・・・
高
齢
者
か
自
宅

で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
自
立
し
た
生

活
を

耙
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

つ
て
い
癶
稾

す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
と
苦
情
処
理

の
し
く
み
の
礎
立
・・・
利
用
者
が
主
体
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
遍
択
し
利
用
で

き
る
よ

う
に

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

膺
報

が
円
滑
に
提
供
さ
れ
る
し
く
み
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た

、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス

に
不
菁
を
感
じ
た
と

き
に
申
し
立
て
る

苦
情
解
決
機
闘
や

事
業
者
を
評
価
す
る

シ
ス
テ
ム
を
聞
発
し

、
サ
ー
ビ
ス
の
賢

の

向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
多
様
な
事
業
主
体
の
番
入
・・・
多
岐
に

わ
た
る
利
用
者
の
要
望
を
満
た
す
た
め

に
、
民
間
サ
ー

ビ
ス

事
業
者
の

参
入
を

促
し

ま
す
。
ま
た
保
健
・
医
療
-

福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機
関
が
場
携
し
て
効

皋
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
つ
く
n
ま

す
。

図1　 足立あんしんネットワークの概念図

介

護

保

険

事

業

計

画

基
本
的
考え
方

足
立
区
の
基
本
構
想
に
も
と
づ
い

て
、
介
踝
保
険
制
度
実
施
に
あ
た
っ
て

も
、
予
防
と
い
う
視
点
を
持
ち
な
が
ら
。

介
護
か
必
薺
に
な
っ
た
と
き
は
、
遍
切

な
サー
ビ
ス
峇
戞
け
、
住
み
慣
れ
`
京

立
区
に
引
き
譽

圧

み
厩
け
ら
れ
る
し

く
み
を
つ
く
っ
て
い
孝
ま
す
。

計
画
策
定
の

方
向

▽
足
立
区
で
は
、
嘔
祉
サー
ビ
ス
の
総

需
要
が
多
く
、
今
臉
さ
ら
に
需
要
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
李
y
。
こ
れ
に
対
応
し
、

質
・
釁
仁
`
y
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
に
、民
間
活
力
活
用
の
た
め

の
y
み
づ
く
り
に
努
め
嫐
y
。

▽
介
護
保
険
に

含
ま
れ
な
い

介
護
関
連

サ
ー
ビ
ス
や
予

防
事
業
は
、
介
霞
保
険

と
塵
合
性
を
図
ひ
な
が
ら
、
一
般
施
策

と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

区・
事
業

者
の
責
務
と

区
民

の
努
力

介
護
保
険
制
度
を
円
隋
に
進
め
る
た

め
に
、
区
・
事
業
者
・
区
民
の

方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

亜
区
の
実
穆

サ
ー
ビ
ス
供
耙
荼
盈

の
整
偉
と
民
間

亊
業
者
の
導
入
と
膏
成
、
冊
塵
。
指
導
-

助
言
/

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
被

保
険
者
の
権
利
擁
霞
の
た
め
の
し
く
み

づ
く
り
/

剛
度
周
知
と
区
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
し
く
み
づ
く
り
/

認
定
事
務

の
邏
正
な
運
営
/

健
全
な
保
険
財
政
の

運
営
と
効
率
的
事
務
執
行
体
制
の
確
立
/

償
還
払
い
や
高
額
介
霞
サ
ー
ビ
ス
実

直
用
の
場
合
の
貸
付
制
度
整
備
/
予
防

の
た
め
の
彎
報
提
供

S
S
業
書
の
責
務

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
利
用
者

の
人
権
尊
重
/
利
用
者
零
の
選
択
の
尊

重
/
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

の
事
業
者
相
互
の
連
携
強
化
/
サ
ー
ビ

ス
事
桑
内
容
の
公
喪

圏
区
民
の
男
力

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
竇
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
迴
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
等
に
よ
り
、
そ
の
髄
力
の
維
持

向
上
に
努
め
る
/
要
介
護
者
の
地
峨
で

の
見
守
り
/
保
険
財
政
を
と
も
に
支
え

る
た
め
の
保
険
料
負
担

サ
ー

ビ
スの

必
要
量
と

供
給
量
設
定

必
要
t
は

、
平
成
1
0
年
に
吁
っ
た
高

齢
者
奥
態
詢
査
を
も
と
に
、
厚
生
省
の

基
準
な
y
i

参
考
に
推
計
し
ま
し
た
。

ま
た
供
釟
亶

は
厚
生
省
の
要

介
護
度
ご

と
の
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

回
数
を
も

と
に
、
区
の
臈
状
サ
ー
ビ
ス
状
況
を
考

賑
し
な
が
ら
限
定
し
ま
し
た
。

・

施
般
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
の
I

施
設
(
特
別
費
霞
老

人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
輿
施
般
・
療
養
型

婀
床
群
)
に
つ
い
て

、
平
成
1
6
年
に
全

高
齢
者
の
3

・
0
5
%
が
施
般
入
所
で
き

る
恚
7

に
見
込
み
ま
し
た
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は

、
自
立
や
要
支
援
で

も
5

年
間
は
経
過
稽
置
と
し
て
入
所
で
き

る
ぶ
7

に
設

定
し
ま
し
た
(

沢
―
)
。

・

在
宅
サ
ー
ビ
ス

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
ご
と
に

、
推

計
し
ま
し
た
(

表
2
)

。

表1　 施設入所要援護者の将来見通し

表2　主なサービスの推計一覧

サ
ー
ビ
ス
確
保
の

た
め
の
方
策

・

在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
誘
導
や

育
虞
を
続
け

、
民

間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
の

環
糒
整
備
を
図
0
ま

す
。
特
に
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
中
心
と
な
る
訪
問
介
護
は
供

給
率
圈
%
夸
め
ざ
し

、
当
面
必
要
な
3

千
鵺
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

確
保

に
男
め
ま
す
。

・

施
設
サ
ー
ビ
ス

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保

健
施
般
・・・
区
内
施
般
入
所
者
を
増
や

す
よ
う
施
設
整
爾
を
計
回
的
に
行
い

ま
す
。

▽
療
養
型
医
療
匐
慇
・
・
区
内
に
必
要

数
を
確
保
す
る
た
め
に
、
都
の
指
定

の

状
況
を
見
な
か
ら
必
要
に
応
じ
て

医

療
機
関
へ

働
き
か
け
ま
す
。

一

介
輳
}
'擾

専
門
員
(

ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
)

介
護
支
援
専
門
貝
は
利
用

者
の

『
介
霞
計
画
』
作
成
な
ど
冫

曇
{
な

役
割
を
担
い
ホ
T

。
隔
要
を
囹
%

爾

た
す
ぷ
つ
、
次
の

方
策
に
古

必
要

な
人
数
を
確
保
し

ま
す
。

▽
賢
格
取
得
者
哩
保
の

た
め
、
講
習

会
な

ど
を
今
後
も
継
続
的
に
行
い

ま

す
。

▽
連
絡
会
を
引
ぎ

柄
き
行
い
、
必
畢
な

情
報
岑
覆
供
し
て

介
護
支
欒
S

奨
へ
の

番
入
奮
甄
し
ま
す
。

▽
専
門
員
に

対
し
、
区
独
自
の
研
修
を

行
い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・

足
立
区
高
齢
者
市
場
協
議
会

こ
の
協
議
会
は
、
高
齢
者
関
連
市
場

を
対
象
に
医
凍
・
福
祉
・
製
造
・
建
築

な
ど
さ
事
万

客
な
業
種
か

参
入
し
連
携

す
る
こ
と
で

、
利
用
者
の
要
望
に

合

つ
た
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
を
憂
供
で

膏
る

体
制
を
つ

く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
区
は
。
協
議
会
の
活
動

を
支
援
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を

促
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

す
る
た
め
の
方
策

▽
利
用
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
実
効
性

の
あ
る
専
門
の
委
貝
に
よ
る
中
立
的
な

苦
情
処
理
機
関
を
設
置
し
、そ
の
活
用

を
図
る
た
め
地
域
の
中
に
利
用
者
に
身

近
な
窓
口
を
つ
く
口
乖
y
。

▽
介
霞
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

評
価
の
シ
ス
テ
ム
を
閲
発
し
、
そ
の
内

容
を
公
聞
す
る
こ
と
で
、
介
霞
サ
ー
ビ

ス
の
透
明
化
と
質
の

向
上
を
図
り
ま

す
。要

介
護
者
な
ど
の

権

利

擁

護

・

地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業

痴
ほ
う
の
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力
か

十
分
で
な
い
方
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
観
き
お
よ

び
利
用
科
支
払
い
な
ど

の
援
助
・
代
行
を
し
ま
す
。

・

措
一

に
よ
る
サ

ー
ビ
ス

章

志
能
力
が
乏
し
い
、
虞
待
等
で
自

ら
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
場

合
、

老
人
福
祉
法
に
～

・

標
津
約
歌

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
事
業
者
と
適
切

な
契
約
を
結
ぶ
た
め

。
標
串
的
な
約
臥

を
つ
く
り
ま
す
。

円
滑
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
の
方
策

・

事
業
者
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
事
業
者
の
情
報
を

提
供
す
る
/

事
業
者
の

一
賢
表
等
介
霞

保
険
の
崎
報

を
印
刷
物
で
提
供
す
る
/
サ

ー
ビ
ス
事

業
者
連
絡
会
を
定
期
的
に
行
う

・

足
立
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
剛
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る

基
幹
介
霞

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
る
/

事
葉
者

と
し
て

、
民
間
事
業
者
の
艮
き
モ
デ
ル

と
な
り
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
不
足

の
補
完
を
行
う

保

険

料

(基
準
額
)
の
見
込
み

足
立
区
の

保
険
料
基
準
額
の
紋
算
垢

は

、3

千
廁
円
程
慶
の
見
込
み
で
す

。

現
段
階
で

は
仮
の
保
険
科
で
あ
り

、
廿
I

ピ
ス
料
の
増
加
な
ど
で

変
動
が
考
i

ら
れ
ま
す

。
正
式
な
保
険
料
は

、
来
年
3

月
の
条
例
で
決
ま
り
ま

す
。

介
護
保
険
に
か
か
る

費
用
の
負
担

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
総
賢
用
の

I
割
は
利
用
者
が
負
担
し
、
残
り
9
割

(
給
付
費
)
奮
沁
費
と
保
険
料
で
お
お

む
ね
半
分
づ
つ
負
扣
じ
牢
y
。

二
つ
の
計
画
の
関
係
は

老
人
保
健
福
祉
計
画
か
す
べ
て
の

高

齢
者
を
対

象
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
介
護
保
険
事
業
計
画
は
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
な
ど
に
対
象
を
限
定

し
て
い
ま
す
。
区
で
は
こ
の
二
つ
の

計

回
か
一
体
と
な
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
を
作
成
し
て
い

く
予
定
で

す
。

計
画
の
期
間

両
計
画
と
も
、
1
2
年
度
か
ら
1
6
年
度

ま
で
の
5

年
間
の

計
画
と
し
、
3

年
ご

と
に
見
喰
し
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
作
業
進
行

・

検
肘
組
織

専
門
家
、
学
識
経
験
者
お
よ

び
X
民

代
表
な
ど
で
餓
成
す
る
地
域
保
健
福
祉

推
進
協
議
会
・
介
護
保
険
事
葉
計
画
作

臑
委
貝
会
で

岐
討
し
て
い
き
ま
す
。

S
地
域
説
明
会
・
公
聴
会
の
開
催

こ
れ
か
ら
、
区
内
施
般
で
地
域
説
明

会
や
公
聴
会
な
ど
行
い
ま
す
。
そ
こ
で

中
間
の
ま
と
め
に
対
す
る
区
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
、
計
画
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。
計
画
策
定
浚
は
内
容
や
進

捗
状
況
を
点
倹
で
き
る
体
制
を
整
え
ま

す
。中間のまとめに対し、ご意見・ご要望をお寄せくだ

さい。
老人保健福祉計画……

高齢福祉計画係　FAX3880- 5614
地域保健計画推進　FAX388O- 5602

介護保険事業計画… 介護保険係　FAX380O ―5621

いずれも　3880- 5111㈹

ビ
デ
オ
広
報
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
N
o
.
7
8

「
よ
く
わ
か
る
介
護
保
険
制
度
」貸
し
出
し
中
!

平
成
1
2年
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
介
護
保
険
制
度

。
こ
の
制
度
に
つ

い
て

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま

す

。
ぜ
ひ

、
ご
覧
く
だ
さ
い

。

貸

し
出
し
鳩
所
I

区
政
嘴
報
寔

、
各
図

書
館

、
介
護
9
険
蹶

問
先
=

広
報

飃
報
遭
-

映
像

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
1
月
号

投
稿
募
集
「
介
護
体
験
」

1
月
号
の
テ
ー
マ
は
「
介
霞
体
験
」

で

す
。
皆
さ
ん
の
介
霞
体
験
を
お
番

せ
く
だ
さ
い
。選
考
の
う
え
、掲
載
し

ま
す
。
掲
皿
さ
れ
た

方
に
は
配
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
申
込
―
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
藁
、
電
話
番
号
。
i

者
の
ペ
ー
ジ
」
と
明
記
し

、
槇

字
程
黶
に
零

″
}め
て
員
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で

期
限
I
H

月
1
5
日

申

・
問
先
I

広
報
係

〒
a

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

陬
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

老人保健福祉計画・
介護保険事業計画の

公聴会にご参加を
日時等一衣3 申込一当日直接会場へ
※ 参加者が多数の場合、台場の都今により
入場できないときがあります 問先一介震

保険係 魯3880- 5111 ㈹

表3　公聴会日程表

申
請
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
は
ご
注
意
を
!

介
護
保
吸
の
申
請
手
続
き
を
代
行

す
る
と
称
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取
る

事
件
か
起
き
て
い
ま
す
、
申
挟
を
代

行
で
き
る
の
は
指
定
を
受
け
た
事
業

者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
代
行
を
依

頼
す
る
と
き
は

、
亊
業
者
名
を
嗄
認

し
身
分
証
明
魯
の
提
示
を
求
め
る
な

ど
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。不
審
に
思
わ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
介

護
保
険
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
介
護
保
険
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

私
立
高
校
等
入
学
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
等
の
入

学
賢
金
に
お
困
り
の
方
へ
融
賢
の
あ
っ

せ
ん
を
し
ま
す
。
対
象
=
私
立
高
校

・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学
入
学
資

格
を
辱
ら
れ
る
私
立
の
専
修
学
校
高
等

課
程
進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者
/
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
し
、
住
民
税
を
蕎
納
し
て
い
な
い
方

/
平
成
1
0
年
中
の
年
収
が
呎
の
限
度
観

以
下
の
方
給
与
所
得
者
・
・
・
支
払
給
与

の
総
額
が
1
千
万
円
以
下
事
業
所
得

者
・
-
・
総
所
辱
金
観
等
が
8
百
万
円
以
下

柬
前
配
条
件
に
あ
て
は
ま
る
輿
合
で
も

取
扱
金
融
機
関
の
貸
付
基
準
に
よ
り
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
　

融
資
金
観
-
1
0
万
円
～
5
0
万
円
(
1

万

円
単
位
)

※
た
だ
し
志
璽
校
入
学

手
続
き
時
の
最
低
祠
付
頷
(
授
業
料
・

寄
付
金
は
対
象
外
)
お
よ
び
制
服
代
・

教
科
S
代
(
1
0
万
円
・
2
万
円
の
定
額

算
定
)

利
串
1

年
M
%

返
済
―
融

賢
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら
3

年
以
内
(

元
金
均
等
月
賦
僕
還
)

取
扱
金
融
機

関
―
足
立
慶
業
S

同
組

色
の

本
-

支

店
、
区
内
の
足

立
信
用
金
廈
・
呎
和
信

用

金
塵

保
証
=
金
融
機
関
所
定
の
保

証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
柾
料

は

区
で
負
廻
)

申
込
期
間
1
1
1
月
1

日
～
1
2年
2

月
2
9巳

※
申
し
込
み
か

ら

融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か
り
ま
す
。

志
環
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
申

し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金

等
を
納
入
済
み
の
塲
合
は
融
資
で
き
ま

せ
ん

申
・
問
先
=
学
務
課
振
興
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

第
1

回
総
合
住
宅
相
談
会
(
予
約
制
)

日
畤
=
1
1
月
麗
日
収
、
午
前
瓦
呻
1
午

後
3
時
鳩
所
=
区
役
所
1
陌
ロ
ビ
ー

内
容
i
①
総
合
相
談
②
マ
ン
シ
ョ
ン
相

談
③
不
助
産
相
談
④
融
資
相
談
⑤
税
金

相
談
※
①
～
⑤
の
中
か
ら
希
望
の
相

談
謇
邏

択

定
S
I

各
1
4人
(
先
着
順
)

申
込
-
1
0
月
2
5日
か
ら
電
話

期
限
=
H

月
1
6
日

申
・
問
先
―
住
宅
課
庄
宅

整
熏

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

郡
内
2
3
区
お
よ
び
近

郊
7

都
県
市

は

共
同
で
H

月
か
ら
1
2
年
1

月
末
ま

で
の
期
間
を
中
心
に
、
大
気
汚

桑
の
主

な
原
因
で

あ
る
自
動
車
の
交
通
一

抑
制

に
取
り
組
み
ま
す
。
毎
週
水
皿
日
に
乗

用
車
類
2
0
气

貨
初
申
頬
1
0
%
を
蔵
ら

す
こ
と
が
目
標
で
す
。
マ
イ
カ

ー
や
亊

菓
用
自
助
車
の
使
用
は
で
き
る
だ
け
控

え

、一

車
や
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い

。
区
で
も
期
間
中
2
0
%
以
上
を
目
標

に

庁
有
車
の
便
用
を
自
・
'
し
、
排
出
ガ

ス
の
低
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
先
=

区
・
環
境
震

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

都
・
環
既
保
全
局
自
動
車
公
害
対
策
室

豊
(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

区
民
事
務
所
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
募
集

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
お
渡
し
す
る

際
の
サ
ー
ビ
ス
封
笥
の

広
告
を
募
集
し

ま
す
(
図
万

枚
作
虞
)
。

大
き
さ
1
1

枠
、
縦
4
7

横
約
8
1
(

表
面
に
4

枠
、
裏
面
に
4

枠
)

基
準
=
区
内
商

工
業
の
発
展
に
期
す
る
も
の
/

政
治
・

宗
教
活
助

、
意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に

か
か
わ
ら
な
い
も
の
/

公
の
秩
序
、
魯

良
な
風
俗
に
反
し
な
い

も
の

費
用
―

―
枠
に
つ
き
表
面
2
0万
円
、
裏
面
1
0万

円

申
込
l
直
接
窓
口
へ

期
限
-
1
0

月
2
9日

申
・
問
先
=
住
民
配
録
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

常
磐
新
線
荒
川
橋
り
ょ
う
工
事
開
始

平
成
1
7
年
度
の
聞
業
を
目
指
し
て

、

日
本
鉄
道
雇
設
公
団
に
よ
っ
て

進
め
ら

れ
て
い
る

常
磐
新
線
の

礁
股
工
事
の
う

ち
、
荒
川

棍
り
ょ
う
の

右
岸
、
左
岸
の

架
設
工
s

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
H

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
工
事
用
車
両
等

は

、
西
新
井
橋
の
取
付
部
か
ら
河
川
敷

内
に
入
り
、
工

事
現
場
ま
で
河
川
管
理

用
遍
路
を
便
用
(
下
図
)
。
工
事
用
通
路

の
主
要
な
場
所
に
は
交
通
整
理
貝
を
配

1

置
し
、
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど
河
川
敷

利
用
者
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
工
事

を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
・

時
間
=
1
1

月
1
1
2
年
5

月
(

完
成
予
定
1
5
年
5

月
)

、
原
則

午
前
作
時
I

午
後
6
時

作
業
休
日
―
原
則
日
曜
日

問
先
=

日

本
鉄
道
建
設
公
団
東
京
支
社
足

立
鉄
道

建
般
所

昔
(
3
8
8
0
)
9
1
5
1

区・
常
磐新
線
推
迎主
査

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

年

末

調

整

説

明

会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
(
左
表
)
。給
与
閲
佩

亊
鵬
を
担
当
す
る
方
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。な
お

、自
動
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

。

問
先
―
▽
区
・
特
別
微

収
係
S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
足
立
税
務
一

・
源
泉
所
碍
税
担
当
　

き
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

㈹

▽
西
新
井
税
秘
署
・
源
泉
所
寿
税
廻
当

豊
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

㈹

年末調整説明会日程

※ 晩 明 会 の 内 容 に つ い て[ ま、 吝
税 務 署 ま た は 特 別 徴 収 係 へ お 岡
い 今 忖ぐ ぎ 測j

区
民
農
園

利
用
者
募
集

募
集
農
飄
等
―
左
衷

※
申
込
多
数
の

鳩
合
は
公
開
抽
選
(
1
2
月
1
0
日
)

利

用
期
間
1
1
2
年
3
月
上
旬
1
1
4
年
2
月

中
甸

※
磊
浜
農
園
の
み
1
3
年
2
月
ま

で
の
1

年
利
用

対
象
=

区
内
在
住
で

耕
作
地
が
な
く
、
期
間
を
通
じ
て
耕
作

で
き
る
世
帯

※
現
在
利
用
世
帝
は
申

込
不
可

戴
名
条
件
=

野
菜
・
花
類
で

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
乍
物
に
限
る

費
用
=
1

万
円
(
1

年
5
千
円

、
2
回

分
創
で

納
入
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
(
1

世
帯
!

通
に
限
る
)
に
、
希
望
農
園

名
、申
込

者
の

住
所

、
氏
名
(
ふ
り

か

な
)
、同
居
す
る
世
帯
全
揖
の
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
を
明
紀
、
申
込
者
が
6
0
歳

以
上
の
場
合
は
「
高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
希

望
」
と
記
入

※
他
人
名
義
便
用

、
現

在
利
用
世
帯

、
複
数
の
申
し
込
み
は

全

て
無
効

期
限
1
1
1
月
1

日
消
印

有
効

当
遇
者
の
受
付
1
当
選
者
本
人
が
区

役

所
へ
来
庁

申
・
問
先
―
農
産
係

〒
a

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1
　
　

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

募 集 農 園 一 覧

・ 籌 輿 区i 鞦 は 都 合 こ ぶり 賣 更 覃 る こ と が あ り ま 穹 。 な

あ 、 粧 犖 輿 は あ り ま せ ん の で 、 耄 で の 棄 ● は 禁 止 し まl

◎ 北 鹿 浜 公 園 の 休 園 　 北 鹿 浜 公 園 ( 鹿 浜 3 丁 目 2 6 - 1 ) は 全 面 改 良 工 事 の た め

、 1 0
月 2 5 日 か ら 1 2 年 1 2 月 ご ろ ま で 閉 鎖 し ま

す
。

ご 迷 惑 を お か け し ま す が

、
ご 協 力 を お 願 い し ま す

。
問 先 = 公 園 緑 地 課 　 3 8 8 0

一 5 1 1 1 ㈹
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催
し

物
ガ
イ
ド

6

・
7

面

で
問

い

合

わ
せ

先

の

電

話
番

号

が
な

い

も

の

は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
幼
児
の
た
め
の

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
」

好
き
嫌
い
を
な
く
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
、安
く
て
早
く
て
お
い
し
い

料
理
を
作
り
ま
す
。日
時
=
H
月
4

・
1
1
・
1
8
日
い
ず
れ
も
木
曜
日
(
全
3

回
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
=
幼
児
　

(
1
～
4
歳
)
の
い
る
毋
講
師
=
澤

津
節
子
氏
(
料
理
研
究
家
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
1
千
9

円
(
材

料
費
・
保
育
保
険
料
)

※
お
子
さ
ん

の
保
育
を
し
ま
す
(
1
5
人
ま
で
)

青
年
講
座
「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ

ン
グ
『
燻
製
を
つ
く
ろ
う

』」

日
時
=
1
1
1月
1
3
・
2
0
・
2
7日
い
ず
れ
も

土
曜
日
(
全
3

回
)
、
午
後
1

時
1
4

時

対
象
=
高
校
生
以
上
3
0
歳
代
ま
で
の
青

年

講
師
l

菊
池
富
士
夫
氏
(

野
外
料

理
研
究
家
)

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
千
円
(
材
料
費
)

青
年
講
座
「韓
国
を
知
る
・
在
日
を

知
る
～
在
日
コ
リ
ア
ン
社
会
～
」

日
本
と
韓
国
の
歴
史
・
文
化
の
っ
な

が
り
か
ら
、在
日
コ
リ
ア
ン
社
会
を
考

え
て
い
き
ま
す
。日
時
=
1
1
月
1
3
・

2
0
・
2
7
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
(
全
3

回
)
、午
後
7
時
～
9
時
※
た
だ
し
2
7

日
は
午
後
6
時
～
8
時

対
象
―
高
校

生
以
上
の
方

内
容
―
歴
史
・
文
化
か

ら
み
る
日
本
と
韓
国
/
在
日
コ
リ
ア
ン

社
会
を
知
っ
て
ま
す
か
/
韓
国
の
家
庭

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
師
=
李
和
淳

氏
(
韓
国
教
育
院
職
員
)
ほ
か

定
員
-
3
0

人

費
用
1
千
円
(
材
料
費
)
　
　

-

い
ず
れ
も
I

申
込
ふ
…一
月
2
5日
か
ら
電
話

場
・
申

・
問
先
1
青
年
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

「東
和
セ
ミ
ナ
ー
」の
企
画
委
員
募
集

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
区
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出
向
い
て
女

性
問
題
な
ど
に
関
す
る
講
座
を
閧
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
東
和
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
ま
す
(
1
2年
2
月
4
日
I
3

月
1
0日
、
全
5
回
金
曜
日
の
午
後
に
開

催
予
定
)
。そ
こ
で
、こ
の
講
座
の
内
容

を
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
企
画

す
る
た
め
の
企
画
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

企
画
会
議
の
日
時
=
1
1月
5

。H

・
1
9・
2
6日
、1
2月
3
日
の
全
5
回
。

い
ず
れ
も
午
後
2
時
I
4
時

※
た
だ

し
、1
1月
い
(日
は
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

申
込
―
電
話
ま
た
は
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
理

由
、
企
回
し
た
い
テ
ー
マ

、「
東
和
セ

ミ
ナ
ー
企
画
委
員
」
と
明
記

※
2
歳

以
上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
希
望

の
方
は
お
子
さ
ん
の
名
前
、
性
別
、
生

年
月
日
も
記
入

期
限
1
1
1月
1
日
必

着

申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7

ふ
3
3
-―
　

雲
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

楽
し
み
な
が
ら
綾
瀬
川
に
つ
い
て
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

催
し
は
、「
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1

地
域
協
議
会
」
が
主
催
し
綾
瀬
川
流

域
の
区
、
市
で
一
斉
に
行
う
「
綾
瀬
川

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
一
つ
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
=
1
0
月

3
1
日
沺
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時

3
0分

場
所
―
東
綾
瀬
公
園

内
容
=

パ
ネ
ル
展
示
/
工
作
コ
ー
ナ
ー
/
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
ほ
か

問
先
l
環
境
課
調
査

登
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

再生品利用キャンペーン
マークを集めて商品券!
デ ィズニーランドへ!

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、

皆
さ
ん
が
再
生
品
を
利

用
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。こ
の
マ
ー
ク
は
、

再
生
紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
環
境
に
や

さ
し
い
商
品
に
つ
い
て

い
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク

を
集
め
て
下
記
会
場
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
抽

選
で
素
敵
な
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

日
時
I
H
月
7
日
沺
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
―
綾
瀬
鳩
公
園

(趙
店
街
「
秋
ま
つ
り
」
会
場
内
、
綾

瀬
駅
前
)

記
會
T

区
内
共
通
商
品

券
/
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ギ
フ
ト
券
/

再
生
品
/
リ
サ
イ
ク
ル
グ
ッ
ズ
な
ど

※
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
抽
選
会
は

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

特
別
展
「
足
立
の
絵
馬
」
　
郷
土
博
物
館

遠
方
の
社
寺
参
詣
か
ら
戻
る
こ
と
が

で
き
た
お
礼
と
記
念
の
た
め
に
奉
納
さ

れ
た
絵
馬
を
紹
介
し
ま
す
。期
間
-

1
0
月
2
6
日
1
1
1
月
2
8
日
、午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
入
館
は
午
後
4
時
3
0分
ま

で
)

※
月
臓
日
休
館

費
用
―
大
人
2
0
0

円
/
小
・
中
学
生
1
0
0
円
(
2
0人
以
上

の
団
体
は
半
額
)

※
毎
月
第
2
土
曜

日
お
よ
び
u
月
3
日
㈲
は
無
料

展
示
解
説
会
(
無
料
)

日
時
=
H
月
3
日
廓
・
1
3日
出
、
午
後
2

時
か
ら
約
1
時
間

特
別
展
の
映
画
会
(

無
料
)

日
時
I
H

月
1
3
日
出

、
午
前
い
(時

内

容
=
「
絵
馬
」・・・
絵
馬
の
歴
史
と
そ
の
世

界
/
「
富
士
山
-

歴
史
と
自
然
ー
」・
:
富

士
山
誕
生
の
経
過
と
現
代
の
自
然

郷
土
芸
能
鑑
賞
会
(

無
料
)

日
時
=
1
1
月
3

日
澑

、
正
午
と
午
後
1

時
の
2

回

内
容
=

高
砂
祭
囃
子
保
存

会
に
よ
る
お
は
や
し
の
実
演

-

い
ず
れ
も
1

塲
・
問
先
―
郷
土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
立
小
学
校
・
中
学
校
連
合
行
事

小
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
学
芸
会
・
:
1
1
月
9
日
㈹
、午
前

の
部
・
午
前
9
時
4
5
分
開
演
/
午
後
の

部
・
午
後
0
時
4
5
分
開
演
▽
連
合
音

楽
会
・
・
・
1
1
月
3
0
日
～
1
2
月
2
日
、午
前

の
部
・
午
前
1
0時
開
演
/

午
後
の
部
・

午
後
0

時
4
5
分
開
演

▽
連
合
展
覧
会
　
(

図
工
)
・
:
H
月
3
0
日

、1
2
月
7
・
1
3

・
1
4
日
、
午
前
1
0
時

中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
演
劇
発
表
会
…
H
月
1
1
・
1
2
・
1
5

日

、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▽
連
合
音
楽
会
…
1
1
月
1
6
日～
1
8
日
、

午
前
9
時
3
0
分～
午
後
3
時
3
0
分
▽

連
合
展
覧
会
・
・
・
1
1
月
4
日～
1
0
日
(
午

前
)
お
よ
び
1
1
日
(
午
後
)～
1
7
日
(
午

前
)

-

い
ず
れ
も
I

場
所
a

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

費
用
=
無

料

問
先
=

学
校
教
育
部
庶
務
課

あ

だ

ち

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
'
9
9

日
時
1
1
1
月
1
4
日
沺
、
午
前
H

時
開

演

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
―
無
料

問
先
=

実
行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
振
興
係
内
)

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
の

新
し
い
段
階
と
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

自
ら
の
責
任
で
金
融
機
関
・
商
品
を

選
ぶ
時
代
が
到
来
し
、
私
た
ち
が
す
べ

き
こ
と
は
何
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
時
=
H
月
1
9
日
宙
、
午

後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
―
区
内
在
住
・

在
動
・
在
学
の
方

講
師
―
花
原
二
郎

氏
(
法
政
大
学
教
授
)

定
員
=
3
0人

(先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
1
0

月
2
5日
か
ら
電
話

申
・
問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
内
施
設
め
ぐ
り
　主
催・観
光
協
会

日
時
a
H

月
2
9
日
卯
、
午
前
9
時

、
区

役
所
正
面
入
口
集
合

内
容
=

伊
興
遺

跡
公
園

、
花
畑
大
鷲
神
社

、
都
市
農
業

公
園
ほ
か
、
見
学

対
象
=
観
光
協
会

会
員
と
そ
の
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の

方

定
員
-
4
0
人
(

抽
選
)

賛
用
―

観
光
協
会
会
員
・
:
千
5
0
0円/

会
員
家
族

…
2
千
円
/

一
般
…
2
千
勁
円

※
当

日
現
地
で
支
払
い

、
昼
食
付

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名

、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会

員
家
族
・
一
般
の
別
、「
区
内
施
設
め
ぐ

り
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ

の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
重
複
申
込
は
無

効

期
限
=
1
1‥月
4
日
消
印
有
効

申

・
問
先
―
観
光
協
会
区
内
施
設
め
ぐ
り

担
当
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

地
域
指
導
者
養
成
講
座

『
ま
ち
あ
そ
び
』ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ち
は
七
色
、不
思
議
色

地
域
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生

き
生
き
と
遊
び
、
育
ち
行
く
た
め
に
、

地
域
の
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
、
遊
び

な
が
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

等
=
表
1

場
所
=
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
青
少
年
団
体
活
動
、
青
少
年
教

育
活
動
等
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
そ
の

他
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

講
師
=
北

島
尚
志
氏
(
ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
ン
代
表
)
/

金
子
公
俊
氏
ほ
か

定
員
=
3
0人

費
用
―
無
料

申
込
1
1
0月
2
5日
か
ら

電
話

期
限
=
H
月
1
0日

申
・
問
先
=

少
年
育
成
係

表1　 地域指導者養成講座日程

※ いずれも木曜日、午後ア時～9時。
動きやすい限 装でご 参加く ださ い

山
ノ
内
町
冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
初
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
あ
だ
ち
」

友
好
都
市
を
結
ん
で
い
る
山
ノ
内
町

(志
賀
高
原
・
湯
田
中
渋
温
泉
郷
・
北

志
賀
高
原
)
が
冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
日
時
=
H
月
1
2日
6
、

午
後
5
時
～
7
時

場
所
―
区
役
所
南

側
広
場

内
容
=
人
工
降
雪
機
に
よ

る
豐
の
デ
モ
/
温
泉
出
前
「
あ
だ
ち
露

天
風
呂
」
/
採
れ
た
て
の
野
菜
・
果
物

の
直
売
/
タ
レ
ン
ト
の
シ
ェ
イ
ブ
ア
ツ

プ
ガ
ー
ル
ズ
と
悪
役
商
会
が
ゲ
ス
ト
出

演
/
総
額
1
0
0
万
円
(
J
R
乗
車
券
・
宿

泊
笄
・
リ
フ
ト
券
の
セ
ッ
ト
、
ス
キ
ー

板
や
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
)
が
当
た
る

お
楽
し
み
大
抽
選
会

※
先
着
5
0
0人に

キ
ノ
コ
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
先
=

区
・
都
市
提
携
係
ま
た
は
山
ノ
内
町

観
光
商
工
課

S
0
2
6
9
(
3
3
)
1
1
0
7

あしだち大学出前講座
日
時
等
―
表
2

対
象
―
区

内
在
住
・
在
動
で
6
0歳
以
上

の
方
(
1
1月
1
日
現
在
)
費

用
=
無
料

申
込
―
開
催
館

に
来
館
、
ま
た
は
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、「
○
○
コ
ー
ス
希

望
」
と
明
記

※
多
数
の
場

合
抽
選

期
限
=
1
1
1
1
月
6
日

消
印
有
効

表2　 あしだち 大学出前講座日程
揚・申・問先=加平老人館 〒121- 0055加平1- 10- 603605- 8842

※ いずれも時間は午前10時30分～午後O時30分、定員は各50人

温・由・閼劵=笵恫老人歛 〒慴- n測 花HB4- 16- 8C3850- 2602

※ 定員はC コー ス( 1 日通し 講座) 25 人、D コ ース( 午後の講
座) 50 人。
男の料理 教室 は教材費500 円、筆記用具、エプロン 、バンダ
ナ( 三角巾) 持参

合
唱

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
0月
3
1日
照
、
午
前
1
0時
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

艾
化
ホ
ー
ル

特
別
出
演
1
東
京
足
立

少
年
少
女
合
唱
団
、
中
学
校
合
同
合
唱

団
、
有
志
に
よ
る
組
曲
「
わ
が
街
に
」

演
奏

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振

興
係

フ
リ
ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

▼
1
0月
3
1日
収

入
谷
中
郷
北
公
園

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
7
0

区
画
/
電
話
/
齊
藤

豐
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
1
1月
了
日
剛

入
谷
中
郷
北
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
6
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
安

藤

昔
(
3
8
-
5
)
4
8
8
7

▼
1
1
月
1
3
日
出
梅
田
七
丁
目
児
童
遊

園
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

の
場
合
1
4日
沺
/
2
3区
画
/
出
店
料
千

円
/
電
話
/
和
田

公
(
3
8
8
7
)
7
2
2
8

▼
1
1
月
1
4
日
剛
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
1
0
0区画
/
出
店
料
2
千
円
/
電

話
/

大
島

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
1
1
月
1
4
日
即
都
立
舎
人
公
園
西
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
6
0区
画
/

出
店
料
2

千
円
/

電
話
/

高
橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
1
1
月
2
1日
剛

土
地
開
発
公
社
管
理

地
(
佐
野
1
-
1
)

午
前
1
0時
～
午
後
2

時
3
0
分

※
雨
天
の
場
合
2
3日
㈲
/
6
0

区
画
/

出
店
料
千
円
/

電
話
/

小
山

酋
0
7
0
(
5
0
8

了
)
8
9
6
4

▼
1
1
月
2
8
日
鼎
八
百
免
公
園
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止
/
6
0

区
画
/

出
店
料
千
円
/

電
話
/

山
崎
　

豐
(
3
8
5
3
)
9
3
9
2

▼
1
1
月
2
8
日
剛
都
営
北
鹿
浜
団
地
内

中
央
公
園
午
前
9
時
～
午
後
2
時

寮
雨
天
の
場
合
1
2
月
5

日
即
/
6
0
区
画
/

出
店
料
千
円
/

電
話
/

友
本

さ
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

● 99男女平等を考える都民会議 夫婦間暴力に関する国内外の取り組みについての講演・パネ ルディスカ ッション。 日時- 11 月15日( 月) 。午後1 時30分
場所一東京ウイメンズプラザ 定員=240 人( 先着順) 期限- 11 月8 日必着 ※ くわし くは問い合わせを 申・問先一都・生活文化局 女性計画課 　5388- 3189
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く
ら
し

の

情
報

国
保
協
定
旅
館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
(
表
3
)
が

割
引
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方

申
込
=
施

設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
課

扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
が
と

れ
ま
し
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー
ジ
の

利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所
に
も

あ
り
ま
す
)
を
持
参
。

※
料
金
等
く

わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
9
国
民
健
康
保
険
課

庶
務
係

表3　 国保協定旅館一覧11月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談ください。

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
と
、
病

院
等
に
支
払
う
自
己
負
担
金
が
表
4
の

と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。
④
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
で
も
、該
当
す
る
場
合
は
、

切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
=
①
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事

由
と
す
る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど

(国
民
年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い

る
7
0歳
未
満
の
方
で
、
年
金
加
入
期
間

が
2
0年
以
上
ま
た
は
4
0歳
以
降
1
0年
以

上
あ
り
そ
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
/

②
「
①
」
と
同
様
に
加
入
し
受
給
権

は
あ
る
が
。
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択

し
受
給
し
て
い
る
方
/
③
「
①
」「
②
」

の
扶
養
家
族
の
方

※
①
②
③
と
も
老

人
保
健
法
該
当
者
は
除
く

申
込
=
年

金
証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の
証
書
で

被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も
の
)

と
国
民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

漸
年
金
証
書
が
届
い
て
か
ら
、1
4日
以

内
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

申

先
=

各

区

民
事
務
所
ま
た

は
昭一
民
健
康
保

険
課

問
先
―

国
民
健
康
保
険

擽
資
格
賦
課
係

表4　 自 己負担の割合

※ 保険料は変わり ません

国

保

日
帰
り
施
設
【
割
引
券
】

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

と
し
て
、
日
帰
り
施
設
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
割
引
券
は
、1
1
1
1
年
度
「
国

保
ガ
イ
ド
」
に
つ
づ
り
込
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

対
象
施
設
―
▽
足
立
区
…

竹
の
塚
健
康
ラ
ン
ド

さ
(
3
8
8
5
)
5
5
5
5

▽
春
日
部
市
・・・か
す
か
べ
湯
元
温
泉
　

公
0
4
8
(

了
3
3
)
1
1
2
6

問
先
1
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど

第
三
者
に
よ
り
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
は
お
届
け
を

国
保
加
入
者
の
方
が
、
傷
害
事
件
や

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、
第
三
者
の

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
の
治
療
費
は
、
加
害
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、
示
談
や
加

害
者
の
弁
償
が
ま
だ
で
、
加
入
者
の
方

が
喧
嘩
や
泥
酔
、
無
免
許
・
飲
酒
運
転

等
に
該
当
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
届
け

出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
訶
届
)
を

し
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
国
保
で
治
療
を
受
け

た
と
き
は
、
保
険
者
で
あ
る
足
立
区
が

一
時
的
に
立
て
拵
え
、
後
日
、
加
害
者

等
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

1
1月
は
、
老
齢
福
祉

年
金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、H
月
1
1日
か
ら
指
定
の
郵
便
局
の

窓
口
で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
年

金
証
書
は
1
1月
1
日
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
と
印

鑑
(
代
理
人
の
方
が
受
け
取
る
と
き
は

代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
)
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

社
会
保
険
街
頭
相
談

日
時
=
1
1月
8
日
即
・
9
日
㈹
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
竹
ノ
塚
駅

東
口
広
場

※
当
日
は
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
年
金
担
当
に
よ
る
個
別
相

談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
血
圧
測
定
も
で

き
ま
す

問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

区
立
関
屋
・
江
北

幼
稚
園
の
廃
園

平
成
1
2年
4
月
入
園
の
園
児
募
集
は

従
来
ど
お
り
5
園
と
も
行
い
李
歹
が
、

区
立
関
屋
幼
稚
園
と
江
北
幼
稚
園
は
平

成
1
4年
3
月
3
1日
を
も
っ
て
廃
園
す
る

予
定
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
平
成
1
3年
4
月
入
園
の

関
屋
幼
稚
園
と
江
北
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
4
歳
児
の
募
集
を
し
な
い
予
定
で

す
。

問
先
―
学
事
係

地
区
計
画
の
原
案
と

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

次
の
案
に
意
見
の
あ
る
関
係
者
の
方

は
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

①
新
田
地
区
地
区
計
画
の
原
案

区
域
―
新
田
二
、三
丁
目
の
各
地
内

縦
覧
期
間
=
1
0
月
2
8
日
～
H
月
1
0
日

意
見
書
提
出
期
間
=
1
0
月
2
8
日
～
1
1
月

1
7日

②
東
京
都
市
計
画
道
路
区
画
街
路
足
立

区
画
街
路
第
5
号
線
(
交
通
広
場
)
の

変
更
(
足
立
区
決
定
)

区
域
9
舎
人
五
丁
目
地
内
(
日
暮
里
・

舎
人
線
(
仮
称
)
見
沼
代
親
水
公
園
駅

付
近
)

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
=
1
0

月
2
7日
～
H
月
1
0日

―

①
、
②
い
ず
れ
や
卜

縦
覧
場
所
・
区
長
へ
の
意
見
書
提
出
先

・
問
先
―
区
・
都
市
計
画
係

③
東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更
(
東
京
都
知
事

決
定
)
区
域
=
2
3
区
全
域
縦
覧
・

意
見
書
提
出
期
間
-
1
0
月
2
7
日
～
H
月

1
0日

縦
覧
場
所
=
区
・
都
市
計
画
係

ま
た
は
都
・
都
市
計
画
局
総
務
部
相
談

情
報
課

都
知
事
へ
の
意
見
書
提
出
先
=

都
・
都
市
計
回
局
地
域
計
画
部
都
市

計
回
課

問
先
9
区
・
都
市
計
回
係

1
2年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
5
応
募
資
格
=
区

内
在
住
の
4
歳
児
(
7
年
4
月
2
日
～

8
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
児
(
6
年
4

月
2
日
～
了
年
4
月
1
日
生
)
受
付

日
時
=
1
1
月
1
日
照
・
2
日
収
、午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
受
付
場
所
=
入
園

希
望
の
各
区
立
幼
稚
園
※
申
込
用
紙

・
募
集
要
項
は
各
区
立
幼
稚
園
・
区
民

事
務
所
・
児
童
館
・
教
育
委
員
会
で
1
0

月
2
5
日
か
ら
配
付
。各
幼
稚
園
は
午
前

9
時
～
午
後
4
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま

で
)

選
考
日
―
第
一
次
選
考
は
、1
1
1
1

一

月
4
日
に
入
園
希
望
の
各
幼
稚
園
で
行

い
ま
す
。

な
お
、
関
屋
・
江
北
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
平
成
卜一
年
秋
の
4
歳
児
の
募
集
は

し
な
い
予
定
で
す
。

問
先
=
学
事
係

表5　 区 立幼稚園一覧
都
営
・
都
民
住
宅
等

(
新
築
・
あ
き
家
)

入
居
者
募
集

都
営
住
宅
・
区
営
住
宅
(
一
般
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
1
1
0

月
2
9
日
～
H
月
5
日
(
土
・
日
曜
日
は

除
く
)

都
民
住
宅
(
一
般
)
【
都
営
・
区
営
の

所
得
制
限
を
超
え
た
方
が
対
象

】

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
1
1
‥

月
1
日
～
9
日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

～

い
ず
れ
も
1

申
込
用
紙
配

布
場
所
=

住
宅
管
理
係
(

期
間
内
配
付
)
、
各
区
民
事
務
所
(
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
)

※

く
わ
し
く
は

、「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し

お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

住

宅
管
理
係

夕
焼
け
放
送
の

時

間

変

更

夕
焼
け
放
送
は
、H
月
か
ら
1

月
ま
で
、午
後
4
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

納
税
は
1
1月
1
日
ま
で
に

H
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
1
1‥月
1
日
で

す
。
お
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
ご
利
用
の
方

は
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
先
=
納
税
課

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す

。掲
載
内
容
の
貴
任
は
当
事
者
間
で

。

=
催
し
物
=

★
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定
期

濱
奏
会
H

月
1
4
日
㈲
、
午
後
2

時
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
歌

謡
曲
/

無
料
/

村
上

酋
(
3
6
9
0
)
9
4
1
6

★
足
立
原
爆
と
人
間
展
1
1
月
1
9
日
～

2
1日

、
午
前
1
0時
～
午
後
7

時

※
1
9

日
は
正
午
か
ら
、2
1
日
は
午
後
5
時
ま

で
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

パ
ネ
ル

展

示
、
被
爆
証
言
ほ
か
/

無
料
/

藤
沢
　

昔
(
3
8
9
6
)
4
9
4
6

★
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ
ー

H
月
3
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/

小
松

さ
(
3
6
0
5
)
7
3
1
0

★
自
立
セ
ン
タ
ー
足
立

「
や
ん
ま
」
バ

ザ
ー
1
1

月
2
1
日
沺
、
午
前
1
1
時
～
午

後
2

時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/

品
物
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/

長
谷
川

昔
(
3
8
5
0
)
2
2
9
Q
}

★
い
こ
う
共
同
保
育
園
バ
ザ
ー
H

月
1
4

日
襾

午
前
1
0
時
3
0分
～
午
後
2

時

※
雨
天
2
1
日
㈲
/

前
沼
公
園
ご
1
1
月
1
0

日
ま
で
に
保
育
園
へ
日
用
雑
貨
・
贈
答

品
等
を
ご
提
供
願
い
嫐
す
(
古
着
は
不

可
)
/

い
こ
う
共
同
保
育
園

昔
(
3
8
5
3
)
0
8
2
7

=
募

集
=

★
城
北
幼
稚
園
仲
よ
し
広
場

毎
週
火

曜
日

、
午
後
1

時
～
2

時
3
0
分
/

園
庭

や
保
育
室
を
開
放
し
遊
び
の
輪
を
広
げ

ま
す
(

育
児
相
談
あ
り
)
/

城
北
幼
稚

園

昔
(
3
8
8
9
)
3
1
5
5

★
足
立
太
極
拳
ク
ラ
ブ
毎
週
土
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
3

千
円

、
月
額
3

千
円
/

小
林

酋
(
3
8
5
9
)
6
7
4
9

★
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎
週
水
曜
日

(
祝
日
除
く
)
、午
前
1
0
時
～
1
1
一
時
4
5
分

/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
出
口
　

昔
(
3
8
5
3
)
7
4
6
0

★
マ
ジ
ッ
ク
ク
ー
フ
ブ
ー
バ
ル
ー
ン
毎

月
第
1
・
第
3
木
曜
日
、
午
後
2
時
～

4
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会

金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
稲
垣

昔
(
3
8
5
2
)
1
8
8
0

★
ス
マ
イ
ル
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
毎
週

日
曜
日
※
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ

を
。
4
月
～
1
0
月
は
土
曜
日
に
ナ
イ
タ

ー
あ
り
/
区
内
テ
ニ
ス
場
/
月
額
2
千

円
/
古
屋

昔
(
3
6
2
9
)
3
0
7
7

★
ユ
ア
ー
ズ
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
毎

週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～
1
1
時
/
花
畑

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
2
千
勁
円
/
子
供
同
伴
可
/
遠
藤

昔
(
3
8
8
4
)
2
0
8
9

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
ーリ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
1
5分
I
8
時
3
0

分
/
千
寿
桜
小
学
校
/
入
会
金
予
円
(
6
0

歳
以
上
は
免
除
)
、I
回
瞋
円
/
中

村

登
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

★
フ
ーフ
ワ
ー
ズ
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

毎
週
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
エ

ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
2
千
円
/

多
少
経
験
の
あ
る
方
/
菊
地

昔
(
3
8
4
0
)
5
5
0
8

★
ギ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2

千
5
0
0円/
斎
藤

昔
(
5
6
8
6
)
2
9
7
6

★
フ
ー
フ
ン
ス
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
サ
ー

ク
ル
隔
週
水
曜
日
(
変
更
あ
り
)
、午

後
7
時
～
午
後
8
時
3
0
分
/
伊
興
町
狭

間
8
9
3
/モウ
ム
ニ

e
(
5
6
8
1
)
1
5
7
0

★一フ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
3
木
曜
日
ま
た
は
第
3
土
曜

日
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0分
/
竹
の
筱

セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
5
0
0円/
宮
川

さ
(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

★
絵
夢
(
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
)
　

月
1
回
土
曜
日
、
午
前
1
0時
1
正
午
/

舎
人
5
-
5
1

い
1
1
一
/
牧

昔
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

● やさしさいっぱい「六月祭」日時- 11月3日( 祝) 、午前10時～午後4時内容=フリーマーケット/模擬店/喫茶店/骨密度測定/介護劇/子供コーナーほ
か 場・問先= 特別養 護老人ホーム六月S5242 ―0303
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区
役
所
へ
は

電
車
や
バ
ス
で

1
1
1
1
月
・
1
2月
は
駐
車
場
が
特
に
混
雑

し
ま
す
。ご
来
庁
の
際
に
は
、電
車
・
バ

ス
な
ど
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
早
朝
収
集
と

収
集
時
間
の
繰
り
上
げ

ご
み
の
早
朝
収
集
開
始

都
は
。2
3区
内
の
主
な
繁
華
街
・
商
店

街
・
駅
前
通
り
な
ど
に
お
い
て
早
朝
収

集
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
=
H
月
1

日

早
朝
収
集
地
域
=
北
千
住
駅
西

口
き
た
ろ
1
ど
1
0
1
0
/

北
千
住
駅

東
口
千
住
旭
町
商
店
街
の
一
部
の
地
域

寮
早
朝
収
集
地
域
で
は
、
午
前
7
時
台

に
収
集
が
終
了
し
ま
す
。
ご
み
を
出
す

時
間
は
、
午
前
7
時
3
0分
ご
ろ
に
お
願

い
し
ま
す
。
集
積
所
の
貼
り
紙
な
ど
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
時
間
の
繰
り
上
げ
(
そ
の
他
の

地
域
)

H
月
1
日
か
ら
早
朝
収
集
地
域
以
外

の
地
域
に
つ
い
て
も
、
ご
み
の
収
集
時

間
が
早
ま
り
ま
す
。
現
行
の
収
集
時
間

が
、
概
ね
3
0分
程
度
早
ま
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
i

問
先
=
▽
清
掃
局
作
業
部
作
業
課

(
5
3
2
0
)
5
7
7
1

▽
足
立
東
清
掃
事
務
所
入
千
住
地
区
お

よ
び
国
道
4
号
線
東
側
V

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

▽
足
立
西
清
掃
事
務
所
A
千
住
地
区
を

除
く
国
道
4
号
線
西
側
V

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

ま

ち
の
歴
史
ミ

ニ

事
典

第7 回

中
央
本
町

～
昔
の
政
治
～

足
立
区
役
所
が
あ
る
中
央
本
町
は
地

理
的
に
見
て
、
足
立
区
の
ほ
ぼ
中
央
の

位
置
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
歴
史
的

に
見
た
足
立
の
「
中
央
」
と
は
ど
こ
で

し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
現
足
立
区
に

ほ
ぽ
相
当
す
る
舎
人
領
と
渕
江
領
と
い

う
領
域
が
で
き
ま
す
。
舎
人
領
の
中
央

は
舎
人
町
で
交
通
・
流
通
・
政
治
の
中

心
で
し
た
。
一
方
の
渕
江
領
で
す
が
、

蓋

竿

語

、
流
溲

爵

宿
窃

が
拠
点
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
す
。
で

は
政
治
的
な
中
央
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
後
期
の
例
を
見
る
と
、
村
々

の
集
ま
り
(
改
革
組
合
)
は
千
住
と
他

の
村
々
に
分
か
れ
て
お
り
、
村
々
の
惣

代
(
中
央
)
は
固
定
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
幕
末
に
な
る
と
領
内
の
ま

と
め
役
で
あ
る
皿
元
を
興
野
村
・
西
新

井
村
・
大
谷
田
村
・
古
千
谷
村
が
務

め
、
西
新
井
大
師
に
集
ま
っ
て
議
事
を

進
め
て
い
た
例
も
見
ら
れ
ま
す
(「
馬
場

家
文
書
」)。

こ
の
よ
う
に
千
住
と
他
の
村
々
は
別

々
の
枠
組
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
維
新
を
迎
え
る
と
、
千
住
宿
の
重
役

に
村
々
の
触
元
、
興
野
村
の
吉
澤
平
蔵

が
就
任
。
千
庄
と
村
々
の
政
治
双
方
に

関
わ
る
人
物
が
登
場
し
ま
す
。そ
の
後
、

南
足
立
郡
が
で
き
た
と
き
、
郡
役
所
が

千
住
に
置
か
れ
て
政
治
の
中
央
は
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
現
区
役
所
は
昔
の
千
住
と

村
々
の
境
界
地
点
に
建
っ
て
い
ま
す
。

北
館
は
小
右
衛
門
新
田
で
南
館
は
千
住

だ
っ
た
場
所
で
す
。
か
つ
て
の
千
住
と

村
々
の
境
界
に
現
区
役
所
が
あ
る
の
は

歴
史
的
偶
然
で
し
ょ
う
か
?

八
郷
土
博
物
館
V

▲ 現在の区役所付近の昭
和7 年( 1932年) の地図

小・中学生のいじ め相談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 学校教育部指導室内)
あ だち カ レ ン ダ ー 11月

「あ だち広報」は区民 事務所や駅の広報スタンド にも 置い てありますので、
ご利 用く ださい

学びの情報を電話でキャッ チ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前佃肭～午後5肭※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています R. K. O278, 000


